

























































































































































変更することである。たとえば「物故者記事」で特定の物故者の情報を探す場合、ある年に亡くなった美術関係者の記事がすべて同一ページに掲載されているため、まず没年のページに移動し、さらに、ページ内で当該の記事を探して画面をスクロールする必要があった。 「 界年史」についても同様である。これを解消するために、ページを記事単位に分割することが求められた。次に、 「物故者記事」については、特定の関心に応じてま めて利用したい、と う要望に応え ため、年単位以外の分類での抽出が必要となった。最後に、任意のキーワード よって自由に記事を抽出するため 全文検索の機能の実装である。しかし、これらの条件をあら
挿図 （　リニューアル前の「物故者記事」　インデックスページ
挿図 （　リニューアル前の「物故者記事」　（（（0 年のページ






































































































































































問者数およびページビュー数から、そ 効果を総合的に確認し、次に利用者のページ遷移から、具体的な利用方法を確認する。解析期間は「物故者記事」については二〇一〇年四月から、 「美術界年史」 ついては二〇一二年四月の公開の時点から、二〇一七年三月までのアクセスログに対して行う。なお、二〇一二年十月 三 二 は、サーバ入れ替え作業時にベンダーが保存期間を誤設定し消失してしまった
挿図 （　「物故者記事」月別訪問者数
挿図 （　「美術界年史」月別訪問者数








































が使われている。利用者は「寺内萬治郎」の「物故者記事」を見つけることができなかったが、他の「物故者記事」中に存在する「寺内萬治郎」を検索することができ 。しかし 萬」を「万 に変更し検索すると「寺内万治郎」が「物故者記事」に掲載されていることがわかる。このような表記ゆれについては、表記規則を明示的に統一した上で登録す 方法や、システム的に異体字を同時に検索できるよう する方法がある。し し前については、慣例表記の多い人名には統一規則を導入できないこと、後者についてはシステムの負担 大 く 速度が遅くなることから、 律に導入することができない。
挿図 （　「物故者記事」月別ページビュー数
挿図 （　「美術界年史」月別ページビュー数



































































































表 （　（0（（ 年 （（ 月 （ 日　大阪府の利用者のぺージ遷移
（0（（/（（-（　日本、大阪
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